
令和7年度　各団体における定期的な歯科健診・歯科受診率の向上に向けた取組調査票
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〇 〇 〇 〇

病院歯科医会は、病院に勤務する歯科医師の団体であるため、一般的な歯科検診業務は行っていませ
ん。歯科検診業務としては、周術期等口腔機能管理、いわゆるがん等に係わる手術、放射線治療、化学
療法又は緩和ケアに於ける一連の治療において、患者の口腔機能を管理することにより、医科疾患の
治療の完遂、合併症の予防、入院日数の減少への貢献など、医科治療に於ける支援を行っている

口腔内の状態等の把握を行い、医科疾患治療前、途中などにおいて、歯科疾患を有する患者や口腔衛
生状態不良の患者に於ける口腔内細菌による合併症（手術部感染や病巣感染）の予防、う蝕治療、義
歯作製などにより口腔機能の改善を図り、咀嚼機能の回復、経口摂取の確立を支援する（術後栄養障
害の予防）

手術の外科的侵襲や薬剤投与などによる免疫力低下により生じる病巣感染予防

人工呼吸管理時の気管内挿管
による誤嚥性肺炎等の術後合
併症予防

脳卒中により生じた摂食機能
障害による誤嚥性肺炎の予防

骨粗鬆症（原発性、2次性を含
む）、がん骨転移の合併症予
防などの患者では骨吸収抑制
薬の使用があり、口腔環境不
良により顎骨への影響（顎骨壊
死の発症）がいわれており、発
症予防のための事前の診察を
行い、口腔環境の改善を図る
などの対応を行っている病院も
見受けられる

兵庫県
病院歯科医会

〇 〇

兵庫県医師会 〇 〇 〇 〇 〇 〇

糖尿病罹患者は歯周病になりやすく、また歯周病の治療を行うことで糖尿病の血糖値が改善することが
研究により分かってきたことから、県医師会、日本糖尿病学会、日本糖尿病協会により設立された兵庫
県糖尿病対策推進会議に、平成19年9月から、県歯科医師会にも参画願い、医師・歯科医師等医療関
係者向けに糖尿病学術講演会を開催（定期的に歯周病等の歯科演題を含めている）するなど、糖尿病
対策のより一層の推進を図っている

周産期医療において、妊婦健診事業の充実・強化と妊婦に対する歯科健診の重要性の啓発が求めら
れ、令和5年より全市町で妊婦歯科健診の助成が行われているが、令和4年度の調査では受診率はまだ
28.8％にとどまっている。受診者のうち要精検率は59.8％、う歯処置未完了率は37％（実数は3797人）と
なっており、この数は全出生数の約10％に相当する。う歯は母子感染することから、引き続き歯科保健
対策の充実を図るため、県医師会から兵庫県あて、医科歯科連携による妊産婦口腔ケア促進事業の継
続を引き続き要望予定

歯と口の健康に関する正しい知識を国民に対して普及啓発するとともに、歯科疾患の予防に関する適切
な習慣の定着を図り、併せてその早期発見及び早期治療等を徹底することにより歯の寿命を延ばし、国
民の健康の保持増進に寄与することを目的に実施される「歯と口の健康週間」について、県医師会から
郡市区医師会へも周知協力依頼を発出した

〇 〇 〇 〇

特に口腔管理が必要
な人（糖尿病の人、妊
産婦等）に対する支援
のための医科歯科連
携

医科歯科連携による施策の推
進

〇 〇 〇 〇 〇

定期的に歯科検診又は歯科医
療を受けることが困難な人に対
する支援

働く世代の歯科健診や歯科受
診のための職域との連携

〇 〇 〇
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兵庫県
難病団体

連絡協議会
〇 〇 〇 〇

【乳幼児期】
幼少期の食事がその後成長の過程で問題になるっことが多いことを交流会の中で話し、保護者への啓
発を行っている

【青年期・成人期/高齢期/配慮要する者】
難病患者を対象にした介護研修において、食事とロコモティブシンドローム、サルコぺニア、フレイル予
防についての大切さを学んだ。若者世代の朝食の欠食が増えている時代、中高年になってのカルシウ
ムの接収不足のために、骨粗しょう症の心配もあり、歯の健康を含めてライフステージにおける食事対
策の大切さの研修を行った

〇 〇 〇

【青年期・成人期/高齢期/配慮
要する者】
講演会をしてもその時だけでど
れくらい大事なことかという認
識を持ってくれているかが課題
である

〇 〇

【乳幼児期】
こどもの歯が一生の
宝物であることを保護
者に話すことを継続す
る
かかりつけ歯科医を
持つことが重要である
ことを伝える
【青年期・成人期】
オーラルフレイルなど
口腔ケアの必要性を
十分に理解してもらう
よう研修会の開催を予
定をしている

神戸新聞社 〇
【高齢期】
主に高齢者に向けて歯の健康について啓発する連載「老いても元気な口のために」を６月に開始

兵庫県
保育協会

〇

【乳幼児期】
年一回の園内定期健診
参観日を活用した、親子歯磨き指導

〇

【乳幼児期】
理解の共有 〇

【乳幼児期】
具体的な啓発事業

兵庫県
国民健康保険団

体連合会

対象者への啓発について、直接実施していることなし

　※保険者がKDB・KDB補完システムにより、歯科（レセプト）受診者をはじめとしたデータを活用できるよ
うにデータ提供や実機説明会を実施している。（国保・後期・介護保険者向け）

兵庫県歯科
衛生士会

〇 〇 〇 〇 〇 〇

【妊娠期】
妊産婦歯科保健指導事業および特別普及啓発事業の一環として、県下10支部にて歯科健康教育を実
施している。その際、妊産婦期の歯科健診の重要性を説明し、受診を促している

【乳幼児期】
子どもの歯の支援事業および特別普及啓発事業を県下10支部で実施している。う蝕（むし歯）予防のた
めの歯科健診だけでなく、口腔機能不全や歯列不正の予防も視野に入れ、定期的な歯科受診を促して
いる

【学齢期/青年期・成人期】
中学生・高校生・大学生を対象とした歯科保健指導を県下10支部にて実施している。法的な義務的な歯
科健診がなくなることに備え、生徒や学生ご自身で自主的に歯科健診を受診するよう促している

【高齢期】
オーラルフレイルや介護予防教室で、咀嚼（そしゃく）機能を維持するための啓発を行っている

【配慮要する者】
MCI（軽度認知障害）の啓発チラシを作成し、県民に対し、認知症予防の観点から早期からの歯科受診
を促している。　　歯科治療に不安や困難を抱える子どもたちを対象に、「お口歯援（しえん）お悩みQ＆A
集」を作成した。この冊子に、かかりつけ歯科医を受診する際のポイントなどが含まれており、歯科受診
に対する不安を軽減し、啓発活動を行っている

〇 〇 〇 〇

【妊娠期】
市町の妊産婦歯科健
診やプレパパママ教
室などでの啓発

【学齢期/青年期・成
人期】
高校生や大学生に向
けた啓発のチラシ作
成配付や、学校祭など
でイベントでの啓発

【高齢期】回覧板など
で、オーラルフレイル
予防のチラシなどを活
用した、地域の直接届
く啓発

【配慮要する者】児童
発達支援事業所や放
課後等デイサービスな
どにおいて、「お口歯
援（しえん）お悩みQ＆
A集」を活用して啓発し
たい。　　　④MCIチラ
シを広く配布するため
の配付場所

〇 〇 〇 〇

【妊娠期】
感染症対策により、妊産婦に
対する対面での指導機会が減
少している。

【乳幼児期】
歯科受診の重要性が周知さ
れ、保護者の理解も高まってい
る一方で、情報や意識の格差
がある

【学齢期/青年期・成人期】
受診勧告通知後の再受診率が
非常に低いが、中学や高校で
は歯科保健指導の場が非常に
少ない

【学齢期/青年期・成人期】
20代～30代の歯科受診が低い
が、啓発の場が無くなる。

【高齢期】
通いの場などに出てこられない
方への啓発が困難

【配慮要する者】
医療的ケアを必要とする子ども
たち（医ケア児）や、養護学校
を卒業した後の子どもたちへの
歯科受診の啓発　　発達に特
性のあることも達への歯科受
診の啓発

〇 　 〇
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兵庫県
栄養士会

〇

【青年期・成人期】
歯周病やオーラルフレイルにつ
いて、若い世代への効果的な
アプローチ方の検討が必要。

兵庫県
看護協会

〇

【高齢期】
まちの保健室、介護福祉施設、訪問看護ステーションで、歯科口腔アセスメントツールの活用を推進し、
早期受診・重症化予防を目指す

〇

【高齢期】
医療従事者への啓蒙活動の継
続

健診後の保健指導に資するラ
イフステージ別の教材の提供
や、歯科専門職による保健指
導の充実

兵庫県
養護教諭連盟

〇

【学齢期】
欠席者には学校歯科医と調整し受診可能にしている
発達段階に応じて、歯と口の健康課題をみつけ課題解決のための工夫と実践ができるよう保健教育に
取り組んでいる。その中で受診の大切さを話している（本校）

〇

【学齢期】
本年度転勤したため、実践途
中で課題がつかめていない
が、学齢期は乳幼児期の他律
的健康づくりから、自律的健康
づくりへの移行期にあたるの
で、子どもと家庭への啓発活動
の工夫が必要である

〇

【学齢期】
子どもへの継続した保
健教育と家庭への啓
発活動

兵庫県
手をつなぐ

育成会
　

　

　

　

　

　

兵庫県
いずみ会

〇 〇 〇

【学齢期】
子どもの食育教室において、朝食をしっかり食べることの大切さに加え、歯の大切さも伝えている

【青年期・成人期】
大学祭において、朝食欠食の普及に併せて、歯科健診への積極的な受診を啓発

【高齢期】
フレイル予防について、食事のバランス・運動・社会参加に加えて、しっかりかめる口をつくるための講話
を実施

〇

【青年期・成人期】
成人期対象の食育教室も実施
しているが、平日開催というこ
ともあり参加者数は少なめ

【学齢期】
今後も食育教室にて
歯の大切さについて
伝えていく

【青年期・成人期】
働き盛りである成人期
へアプローチできる
リーフレット等を作成し
たい

【高齢期】
今後もフレイル予防教
室にて口腔環境を整
えしっかりかめる口を
つくるための講話を続
けていく

〇 〇 〇

兵庫県
歯科医師会

〇 〇 〇 〇 〇 〇

【妊娠期】
啓発リーフレット、指導リーフレットを県産科婦人科学会会員医療機関へ配布

【乳幼児期】
「歯の生え方にあわせたワンポイントアドバイス」の配布
乳幼児期からの歯及び口腔保健対策拡充支援事業

【学齢期】
学校健康診断への理解を深めるためのアニメーション動画を作成

【青年期・成人期】
契約健康保険組合との事業所歯科健診

【高齢期】
多職種連携によるオーラルフレイル予防対策推進事業（県委託事業）
障害者支援施設等における歯科保健向上事業（県委託事業）

〇 〇 〇 〇 〇

【妊娠期】
妊婦歯科健診受診率
向上

【乳幼児期】フッ化物
洗口事業を行う市町
の増加

【学齢期】学校健康診
断の未受診者の減少
につなげる

【青年期・成人期】
歯科健診を導入する
記号の増加

【高齢期】
データ分析

【妊娠期】
効果がよくわからないこと

【乳幼児期】
費用負担

【高齢期】
効果がよくわからない

〇 〇 〇
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兵庫県
小学校長会

〇

【学齢期】
毎学年、学校歯科検診を実施。
全保護者に対して、「歯科検診結果のお知らせ」を発行し、歯科医に診察（相談）、治療（相談）等をお伝
えしている
保健だよりの発行
検診当日、検診予備日も含めて受診できなかった児童に対しても、「歯科検診結果のお知らせ」（未受診
であることを記載して）を配布

〇

学校歯科健診の受診勧奨後、
治療完了の家庭からの報告に
ついて(受診率）、本校での歯
科検診後の専門医受診率は
41.8%でした。宝塚市内の小学
校トータルで43.8%、中学校も含
めると受診率は40%を切ってい
る状況

兵庫県
老人福祉
事業協会

〇

【高齢期】
特別養護老人ホームでは、協力歯科医療機関による往診（虫歯や入れ歯の破損等）
2024年4月以降、口腔衛生管理体制は基本サービスとして義務化され、歯科衛生士は、歯科医師の指
示のもと、施設職員への技術的助言・指導などを通じて、入所者の口腔ケアを計画的に実施することが
求められている

〇

【高齢期】
特別養護老人ホームの利用
者・家族・職員の定期的な歯科
受診・検診に対する自覚がな
い

〇

ポスターやリーフレットの掲示・
オーラルフレイルや歯科検診
の必要性についての勉強会を
行っていきたい

健康保険組合連
合会

兵庫連合会

現在実施なし

〇 〇 〇 〇 〇 〇

会員健康保険組合への啓発
ツールが必要である。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

会員健康保険組合へ
適宜、啓発ツールを配
布したい

〇 〇 〇 〇

【妊娠期】
パパママ教室での啓
発チラシの配布が可
能か検討したい

【乳幼児期】
口腔ケアへの意識が
低い保護者に向け、
現行のアプローチを充
実させたい

【学齢期】
保護者への啓発方法
について検討したい

【青年期・成人期】
啓発パンフレットの内
容を改訂する
特定健診会場での保
健指導時に、歯科受
診に関するパンフレッ
トを配布したい

【高齢期】
入れ歯を使用されて
いる方も、定期健診が
必要であることを啓発
していきたい

【配慮要する者】
訪問診療や、障がい
等に配慮した診療が
可能か等の情報把握
ができたらと考える

兵庫県市町会
（丹波市長）

〇 〇 〇 〇 〇

【妊娠期】
妊娠届の受付時に、妊婦歯周疾患検診無料受診券を交付している
市公式ホームページで歯周疾患検診の案内を実施している
定期歯科健診の重要性についてSNS等で発信している

【乳幼児期】
乳幼児健診時にかかりつけ歯科医の必要性についてアナウンスしている。
市内こども園等に通う幼児と保護者対象の「歯科食育教室」で、口腔ケアの重要性とともに啓発している
６月「歯と口の健康習慣」に合わせて、市内こども園等へ歯科食育に関するパンフレットを配布している

【学齢期】
学校保健だよりで定期受診の必要性について啓発している
保護者を対象とした学校歯科医の講話内で啓発している

【青年期・成人期】
対象者に節目歯周疾患検診無料受診券の送付を実施し、その際に定期受診の必要性についての啓発
チラシを同封している
市公式ホームページでの検診案内を実施している
定期受診の重要性について、市公式SNS等で発信している

【高齢期】
一体的実施事業の口腔ケアに関する健康教育（ポピュレーションアプローチ）の講話で、定期受診の重
要性についてアナウンスを行う
・後期高齢者歯科口腔健診無料受診券を対象者に送付している 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇

【妊娠期】
妊産婦担当部署と、歯周疾患
検診担当部署が異なる
妊産婦に特化した啓発資料の
不足

【乳幼児期】
定期的な歯科健診の重要性を
含めた口腔ケアに対する保護
者の意識が二極化（非常に熱
心な者と、ほとんど意識しない
者）している

【学齢期】
定期的な歯科健診の重要性を
含めた口腔ケアに対する保護
者の意識が二極化している
う歯などでいったん受診して
も、定期的な歯科受診までは
繋がりにくい

【青年期・成人期】
節目歯周疾患検診対象者以外
への啓発機会が少ない
受診勧奨チラシの内容が古く
なっている
若年層（21歳～41歳）につい
て、定期受診の重要性に関す
る啓発の内容や方法を検討す
る必要がある

【高齢期】
後期高齢者歯科口腔検診につ
いて、団塊の世代が受診対象
（年度末76歳、81歳）にも関わ
らず、受診者がさほど伸びてい
ない

【配慮要する者】訪問診療が可
能な歯科医院の紹介等、配慮
を有する方へ向けた情報の提
供が出来ていない
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今後
取組みたいこと

歯科健診に関する
取組についての提案

対象者への啓発について

所属

対象

兵庫県
老人クラブ

連合会
〇

【高齢期】
歯科検診・受診については
個々で実施している

〇

【高齢期】
健康講座等でフレイル
予防を取り入れていき
たい

〇 〇

【妊娠期】
実施内容の継続

【乳幼児期】
就学前までの歯科指
導・健康教育を継続。
学校保健分野との連
携を強化したい

【青年期・成人期/高
齢期/ 配慮を要する
者】
実施内容の継続

〇 〇 〇 〇

【妊娠期】
受診者数の把握が難しい

【乳幼児期】
関心のある家庭とそうでない家
庭の差が大きい。就学前まで
はう歯率は低いが、小学校入
学以降のフォローができておら
ずう歯率も上がっている

【学齢期】
各学校により取組内容に差が
ある

【青年期・成人期/高齢期】
かかりつけ歯科医がない人を
対象に勧奨したいが、把握が
難しいため全住民に勧奨して
いる

〇 〇 〇
兵庫県町村会

（福崎町）
〇 〇 〇 〇 〇 　

【妊娠期】
母子健康手帳交付時に、妊婦歯科健診費助成券（上限5,000円1枚）を発行し、全ての妊婦に歯科健診
の受診を勧奨している。R6年度は30人が助成券を使用し健診を受診した。助成券を使用せずに、保険
診療で健診を受けている場合もある

【乳幼児期】
7か月・10か月児教室で、健康教育を実施。1歳6か月・3歳・5歳児健診受診者全員に個別歯科指導を実
施。5歳児健診でむし歯がなかった子どもに「5歳よい歯のお祝い会」にて健康教育を実施。むし歯があ
れば個別指導にて歯科受診を勧奨。町内こども園5歳児クラスを対象に「就学前幼児歯科健康教室」を
実施

【学齢期】
各小学校・中学校において歯科保健だよりの発行、養護教諭による歯科保健指導、学校歯科医による
歯科健康教育の映像配信を実施

【青年期・成人期】
町ぐるみ健診と同時実施で歯科検診を実施。２月に案内チラシを全世帯に郵送、5月に歯科検診節目対
象者（21歳・31歳・40歳・41歳・46歳・51歳・56歳・61歳）にハガキ通知。
健康ポイントカードの健康づくりの指標の1つとして、「歯科検診の受診」を記載し、受診の必要性を啓発
している

【高齢期】
町ぐるみ健診と同時実施で歯科検診を実施。75歳以上は無料化している。２月に案内チラシを全世帯に
郵送、5月に歯科検診節目対象者（66歳・71歳）にハガキ通知
・健康ポイントカードの健康づくりの指標の1つとして、「歯科検診の受診」を記載し、受診の必要性を啓発
している

〇
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